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外部連携サービス機能②データ取引市場システム
基本設計書

産業用データ連携基盤
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概要
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CADDE対応版EverySenseProの変更点

 「CADDE ID」を「DATA-EX利用者ID」に変更 ※ID有効性チェック機能は廃止

 提供中ステータス画面：配信URLを登録を確認しデータ授受完了通知受APIを有効化する

 データ授受完了通知をmTLSで受ける（トークン検証IFは認証サーバ）

 データ授受完了通知（複数回の場合あり）を受けたら請求支払いの計上対象とする ※請求締日は既存仕様の通り

 データ授受完了通知を受け次第、相手方のユーザへ取引関連通知メールを送信する

 データ受領者による検収機能は廃止

【 CADDE対応版仕様を踏襲する箇所】

 カタログ登録支援機能はCADDE対応版と同様にコネクタ間通信とする

 画面系は基本的にCADDE対応版を踏襲できる想定

補足

・現行商用版のEverySenseProをベースとした新規ブランチ開発とする
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産業データ連携基盤対応版について
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データ取引市場と産業データ連携基盤の連携フロー図

5

4.7.納品処理 (DDP URLの登録)

産業データ連携基盤
対応版取引市場

1.1.サービス利用約款等への同意、アカウント登録申請

1.3.DATA-EX利用者ID登録

データ
利用者

データ提供者

2.2.カタログの検索

6.5.対価の支払い

1.アカウント
登録

1.1.サービス利用約款等への同意、アカウント登録申請

登録審査(人手)

4.1.問い合わせ・購入リクエスト3.データ
契約

4.データ
提供

5.支払い

2.カタログ
検索

6.6.対価の支払い

横断検索
システム

2.3.ハーベスティング (公開カタログのみ)

データ

ココ

5.2.トークンの提示、データの取得要求

4.4.注文請の送信 (注文請けボタンのクリック)

請求、消込、
支払い等(人手)

４.2.商談 (契約条件・見積もりの調整)
4.3.注文の送信 (注文ボタンのクリック)

認証サーバ
(KeyCloak)

5.4.データ提供

データカタログ
(データ提供者カタログ)

契約機能
(交渉状況管理・
チャット等、

ES様の既存機能)

データ提供契約
の項目一覧

4.6.認可情報設定
・DATAEXID(利用者、提供者)
・DDPデータのURL
・契約ID(ES様側の管理ID)
・認可形態

5.6送信来歴情報の登録5.9.受信来歴情報の登録

データカタログ

2.1.横断検索用
データカタログの作成

来歴管理機能

データ授受証憑
の確認

5.1.トークンの取得

5.3.認証トークンの検証

4.カタログの検索、サンプルデータの取得

5.9.データ受領通知 (mTLS)
・認証トークン(アクセストークン)
・DATAEXID(利用者ID)・DATAEXID(提供
者ID)
・契約ID(ES様側の管理ID)

5.5.データ送信通知(mTLS)
・認証トークン(アクセストークン)
・DATAEXID（利用者ID)・DATAEXID(提
供者ID)
・契約ID(ES様側の管理ID)

データ

6.1.売上確定（月末日）

データカタログ作成ツール3.1データ提供者カタログ参照権限有効化

認可サーバ
(KeyCloak)

6.3．認可情報削除

4.5. DDP作成、DDPのデータストレージへの格納

5.7.認証トークンの検証(mTLS)

ココ
3.3.データカタログ情報（一部）の登録

1.2.アカウント発行

3.2．詳細検索用データセットID登録

1.3.DATA-EX利用者ID登録

1.2.アカウント発行

3.4．データカタログ情報入力完了

6.2 振込金額確定通知6.4 請求金額確定通知

5.10 データ受領通知5.8 データ送信通知

凡
例

取引市場実施
コネクタ→データ取引市場

提供者実施
コ：DATAEX コネクタ
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管理メニュー：ユーザ情報：新規登録・更新（ /admin/user/editor）

 ユーザ登録・更新に関し、下記対応を行えるよう改修する。

■対応内容
・DATA-EX利用者ID（任意項目）の⼊⼒項⽬を追加

■産業データ連携基盤対応機能
・ID有効性チェックはしない

■関連DB
<ユーザー情報:users>
・ DATA-EX利用者ID（追加項目）

■確認事項
・入力制限要否
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管理メニュー：ユーザ情報：新規登録・更新（ /admin/user/editor）
画面変更点は下記の通り。

法人番号 *

DATA-EX利用者ID

DATA-EX利用者IDの入力フィールド（任意）追加
※確認画面にも項目追加
項目名横の「？ 」をクリックで説明を表示する。

・DATA-EX利用者IDの有効性チェックはしない
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ユーザ情報（/user/detail）
ログインユーザ自身でDATA-EX利用者IDを設定可能とする。

■対応内容
・ DATA-EX利用者ID⼊⼒項⽬を追加（任意項目）

■産業用データ連携基盤対応機能
・ID有効性チェックはしない

■関連DB
<ユーザー情報:users>
・ DATA-EX利用者ID（追加項目）

■チェック

■確認事項
・入力制限要否

※次ページに画面改修内容を記載
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ユーザ情報（/user/detail）

画面変更点は下記の通り。変更ボタン押下後は、次ページ参照

変更ボタン追加
次ページへ

法人番号

DATA-EX利用者
ID

DATA-EX利用者ID情報追加
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ユーザ情報（/user/detail）
画面変更点は下記の通り。法人番号・DATA-EXIDのみ変更可能とする。

法人番号 *

DATA-EX利用者ID

DATA-EX情報追加（任意）
項目名横の「？ 」をクリックで説明を表示する。

DATA-EX利用者IDの有効性チェックはしない
既存のチェックロジックはそのまま
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提供メニュー：商品登録（ /provide/sales/register ）

■概要
データ提供者が商品データ登録を行う際に、ユーザ情報にDATA-EX利用者IDを持つ場合、「提供者内カタログ検索用データセットID 」と「提供者コ
ネクタID」の入力欄が表示される。

提供者内カタログ検索用データセットIDと、提供者コネクタIDを入力し検索を実行すると、コネクタを通じて取得したカタログ情報の一部が商品データ
項目に表示される。

ユーザーは商品データ登録の作業を続行する。

■コネクタへの詳細検索リクエスト

＜旧仕様＞
   
API: http://{コネクタIP:ポート}/api/3/action/package_search?q=caddec_dataset_id_for_detail:{dataId}
ヘッダーパラメータ: 

cache-control: no-cache
x-cadde-search: detail
x-cadde-provider: {caddeId}

＜今回＞

API: http://{コネクタIP:ポート}/api/3/action/package_search?q=caddec_dataset_id_for_detail:{dataId}
ヘッダーパラメータ: 

cache-control: no-cache
x-cadde-search: detail
x-cadde-provider: {caddeId}

API: http://{コネクタIP:ポート}/dataex/api/v1/catalog?q={catalogId}
ヘッダーパラメータ: 

authorization: {認証トークン}
cache-control: no-cache 
x-dataex-search: detail
x-dataex-provider-connector-url: {提供者コネクタのアクセスURL}

1月31日の日立様とのお打合せにて、CADDE4.0からコネクタへアクセスする際に
は認証画面を表示するする仕様へと変更になった旨説明があったが、データ取引市
場に実装されている利用者コネクタが提供者コネクタを呼び出すため、id/pass にて
access token を払い出していただく仕様とする。
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提供メニュー：商品登録（ /provide/sales/register ）

～

画面変更点は下記の通り。

「提供者内カタログ検索用データセットID 」を入力し検索実行したら、
入力項目に取得したカタログ情報をセットする。
分野間データ連携版を踏襲。

12

項目名横の「？ 」を
クリックで説明を表示する。

「提供者内カタログ検索用データセットID（ dataex_dataset_id_for_detail ）」、
「提供者コネクタID （ dataex_provider_idl ）」、を入力し、検索した際は、
入力項目に取得したカタログ情報をセットする。

※DATA-EX利用者IDが未登録ユーザーの場合は
入力フィールドを無効化しグレーアウト表示とする。
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利用メニュー：商品詳細（ /collect/product/detail）

データ受領者に関して、下記対応を行う。

■対応内容
・提供者内カタログ検索用データセットIDがあるカタログ情報の画面には、 DATA-EX利用者IDが必要であることの表示を追加する。
・「DATA-EX利用者ID」が未登録のユーザー場合は、問合せボタンを不活性とする。

■産業用データ連携基盤対応機能
・なし

■関連DB
<商品データ/products>
・提供者内カタログ検索用データセットID （追加）

■確認事項（詳細設計時に検討）
・詳細画面に表示させるメッセージの内容整理

13



E V E R Y S E N S E  J A P A N , I N C .
14

利用者メニュー：商品詳細（ /collect/product/detail ）

このデータはDATA-EX利用者IDをお持ちの方のみご利用が可能です。

～

メッセージ追加
提供者内カタログ検索用データセットID 有りの商品データの場合表示

※ DATA-EX利用者ID登録有無か関わらず表示する

「DATA-EX利用者ID 」未登録の場合は無効とする。
※登録されている「DATA-EX利用者ID 」が利用者

であるかチェックする必要なし。
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提供メニュー：商談（ /provide/order/detail ）

テータ提供者向けに下記対応を行えるよう改修する。

■対応内容
・双方のDATAEX-IDが確認できるよう画面に表示
＜相手方のDATA-EX利用者IDの確認方法＞
■データ受領者→データ提供者
ステータス：注文済み
表示 ：この注文を確定します。

 DATA-EX利用者ID：XXXXXXXXXXXXXXXX
■データ提供者→データ受領者
ステータス：提供中
表示 ：リソースURL https://xxxxxxxxxxxxxxx

DATA-EX利用者ID：XXXXXXXXXXXXXXXX

・DATAEX利用者IDを持つユーザ向けの画面では、リソースURL（データ納品URL）の入力フィールドを任意項目として追加

■関連DB
<取引情報/opportunities>
・リソースURL（追加）

■確認事項
・特になし

※次ページに画面改修内容を記載
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提供メニュー：商談（ /provide/order/detail ）
画面変更点は下記の通り。

～

「提供者内カタログ検索用データセットID 」がある商品の場合
リソースURL・ dataex_provider_idの登録フィールドを任意項目として表示

「提供者内カタログ検索用データセットID 」が無い商品の場合、
この範囲を表示とする

※DBについても登録しないようにする。
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データ送信通知／データ受領通知
 データ提供者・データ受領者のコネクタより、データ送信・受領が完了したタイミングで、「Every Sense Pro」のREST APIを呼び出してもらう。

■対応内容
・データ送信通知用のREST API作成（/dataex/api/v1/voucher/sent）（新規）
・データ受信通知用のREST API作成（/dataex/api/v1/voucher/received）（新規）

■DATA-EX対応機能
・なし

■関連DB
・DATA-EX認可情報（新規）

■その他
・データ受領者に対し通知受領通知（メール・画面）を行う。

■確認事項（詳細設計時に検討）
・日立様側の仕様に準ずるため先方の設計資料等確認

※次ページに画面改修内容を記載
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データ送信通知／データ受領通知
 データ送信通知／データ受領通知結果は、商談（ 提供メニュー： /provide/order/detail 、購入メニュー：/ collect/order/detail ）表
示するとともにメール通知を行う。

 通知受領後も商談画面のチャットの利用は有効とする。

～

「DATA-EX提供者コネクタ」からの通知を
受信したら固定メッセージを表示

「DATA-EX利用者コネクタ」からの通知を
受信したら固定メッセージを表示
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データ送信通知／データ受領通知
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データ送信通知／データ受領通知結果のメール通知について

取引市場 認証サーバ 提供者コネクタ

5.5.データ送信通知(mTLS)

200OK

200OK

利用者コネクタ 提供者 受領者

200OK
200OK

5.9.データ受領通知 (mTLS)

5.10.受領通知（利用者へお知らせ）

5.8.受領通知（提供者へお知らせ）
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データ送信通知／データ受領通知

20

データ送信通知／データ受領通知結果のメール通知について

5.8.受領通知（提供者へお知らせ）

【タイトル】
［EVERYSENSEPRO］取引関連通知

【本文】
［email］様

購入者によるデータ受領が完了しました。

商品データ名：［title］
取引No：［number］
商談画面：URL

----------------------------------------
本メールは送信専用ですので、ご返信いただいてもお答えできません。
本件についてのお問い合わせは以下のメールアドレスにご連絡ください。
EVERYSENSE PROサポートデスク support@every-sense.com
エブリセンスジャパン株式会社
©EverySense Japan,Inc. 2024 All Rights Reserved.

5.10.受領通知（利用者へお知らせ）

【タイトル】
［EVERYSENSEPRO］取引関連通知

【本文】
［email］様

提供者より納品データが送信されました。
納品されたデータに問題がないか確認してください。
もし問題がある場合、ひきつづき商談画面にて
データ提供者にご連絡のうえ、売上確定日までに解決願います。
解決しない場合はサポートデスクまでご連絡ください。

商品データ名：［title］
取引No：［number］
商談画面：URL

----------------------------------------
本メールは送信専用ですので、ご返信いただいてもお答えできません。
本件についてのお問い合わせは以下のメールアドレスにご連絡ください。
EVERYSENSE PROサポートデスク support@every-sense.com
エブリセンスジャパン株式会社
©EverySense Japan,Inc. 2024 All Rights Reserved.
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DATA-EX機能結合部分I/F
処理シーケンス
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データカタログ情報（一部）の登録
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取引市場
ESPro 認証サーバ コネクタ

dataex/api/v1/token

{
"access_token": 

"string",
"refresh_token": 

"string"
} /dataex/api/v1/catalog?q=xxxx

・ Authorization = access_tokenをセットす
る

{
  "help": 
"https:/xxx/api/3/action/help_show?name=pa
ckage_search",
  "success": true,
  "result": {
    "count": 0,
    "sort": "score desc, metadata_modified 
desc",
    "facets": {},
    "results": {},
    "search_facets": {}
  }
}

Request Header
・Basic {クライアント
ID}:{シークレット}を
Base64エンコードした文
字列

Request Body
user_id: str
password: str
totp: 
Optional[str]
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送信通知/受領通知の際のシーケンス
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取引市場
ESPro

認証サーバ コネクタ

5.5.データ送信通知(mTLS)
/dataex/api/v1/voucher/sent
・認証トークン(アクセストークン)
・DATAEXID（利用者ID)・DATAEXID(提供者ID)
・契約ID(ES様側の管理ID)
・ハッシュ値

/dataex/api/v1/token/introspect
Request Header
・Basic {クライアント
ID}:{シークレット}をBase64
エンコードした文字列

Request Body
access_token: str

200OK

200OK

取引市場
ESPro

認証サーバ コネクタ

5.9.データ受領通知 (mTLS)
/dataex/api/v1/voucher/received
・認証トークン(アクセストークン)
・DATAEXID(利用者ID)・DATAEXID(提供者ID)
・契約ID(ES様側の管理ID)
・データのハッシュ値

/dataex/api/v1/token/introspect
Request Header
・Basic {クライアント
ID}:{シークレット}をBase64
エンコードした文字列

Request Body
access_token: str

200OK

200OK
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データ送信通知 IF仕様
メソッド POST

URL /dataex/api/v1/voucher/sent

クエリパラメタ 項目 説明 参考値

- - -

リクエストボディ 項目 説明 参考値

consumer_id DATA-EXユーザID(利用者) ユーザのdata_ex_id(利用者)

consumer_connector_id 利用者コネクタID 未使用(拡張用)

provider_id DATA-EXユーザID(提供者) ユーザのdata_ex_id(提供者)

provider_connector_id 提供者コネクタID 未使用(拡張用)

contract_id 取引ID 取引情報のnumber

hash データのハッシュ値 ハッシュアルゴリズムはSHA512

access_token 認証トークン(アクセストーク
ン)

リクエストボディ 項目 説明 参考値

status スターテス

message メッセージ

version バージョン
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データ受領通知 IF仕様
メソッド POST

URL /dataex/api/v1/voucher/received

クエリパラメタ 項目 説明 参考値

- - -

リクエストボディ 項目 説明 参考値

consumer_id DATA-EXユーザID(利用者) ユーザのdata_ex_id(利用者)

consumer_connector_id 利用者コネクタID 未使用(拡張用)

provider_id DATA-EXユーザID(提供者) ユーザのdata_ex_id(提供者)

provider_connector_id 提供者コネクタID 未使用(拡張用)

contract_id 取引ID 取引情報のnumber

hash データのハッシュ値 ハッシュアルゴリズムはSHA512

access_token 認証トークン(アクセストーク
ン)

リクエストボディ 項目 説明 参考値

status スターテス

message メッセージ

version バージョン

25



E V E R Y S E N S E  J A P A N , I N C .

DB関連
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DB変更点

本対応におけるテーブル変更想定を下記に記す

※新設テーブル、項目については、詳細設計で対応致します。

ユーザ情報
users

・DATA-EX利用者ID（追加）

商品データ
products

・提供者内カタログ検索用データセットID （追加）

DATA-EX認可情報
DATA-EX_authorization

・認証トークン(アクセストークン)
・DATAEXID(利用者ID)
・DATAEXID(提供者ID)
・契約ID(ES様側の管理ID)
・リソースURL

取引情報
opportunities

・リソースURL（追加）
・取引完了通知日時（追加）
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